
 

事 業 評 価 書 

補 助 事 業 名 
白老弾薬支処関連公共用施設（環境衛生施設：白老町環境衛

生センター作業用車両）整備事業 

補 助 事 業 者 名 白老町長 

実 施 場 所 
白老町環境衛生センター 

（北海道白老郡白老町字白老778-17） 

補助事業の成果の目標 

白老町環境衛生センターの老朽化した作業用車両（ホイー

ルローダー）の更新を行い、一般廃棄物を衛生的かつ円滑に

処理し、町民の環境衛生の維持を図る。 

補 助 事 業 の 内 容 ホイールローダー１台 

補助事業の始期及び終期 令和2年11月～令和３年１月 

事業費及び交付金額 

 令和元年度 令和2年度 
令和3年度 

予定 
令和4年度 

予定 
令和5年度 

予定 
計 

事 業 費 
円 

 
 

円 
8,338,000 

 

円 
 
 

円 
 
 

円 
 
 

円 
8,338,000 

 

交付金額  
 

7,920,000 
   

 

7,920,000 

補助事業の成果及び評価 

並びに地域住民への周知 

の実施状況 

 作業員への聞き取りの結果、作業効率が向上し廃棄物の運

搬及び埋立作業等の業務が衛生的かつ円滑に進められてい

ることを確認した。 

 なお、本事業が特定防衛施設周辺整備調整交付金による事

業であることを町ホームページ及び町広報誌（令和３年３月

号）に掲載し、周知を図った。 

事業の改善措置及び今後 

の対応 

引き続き、車両の適正な維持管理を行い、一般廃棄物を衛

生的かつ円滑に処理し、町民の環境衛生の維持に努める。 

事業の評価に際しての第 

三者機関の活用の有無 
なし 

 



補 助 事 業 名

補 助 事 業 者 名

実 施 場 所

補 助 事 業 の 成 果 の 目 標

補 助 事 業 の 内 容

補 助 事 業 の 始 期 及 び 終 期

令和元年度 令和２年度 令和３年度 令和４年度 令和５年度
予定 予定 予定

円 円 円 円 円
7,414,000

7,000,000

補助事業の成果及び評価並びに
地域住民への周知の実施状況

事業の改善措置及び今後の対応

事業の評価に際しての第三者機
関の活用の有無

【補助事業の成果及び評価】
　団員に聞き取りを行った結果、分団車庫の建替えに伴い、詰所と車庫が隣接す
るようになり、災害出場における機動性が大幅に向上した。
【住民への周知方法】
　・町広報誌「4月号」に紹介記事掲載。
　・町ホームページに紹介記事掲載。

　地域の防災拠点施設として、地域の安全安心に資するよう適正な維持管理を行
うよう努める。

無

令和2年11月～令和3年2月

事 業 費 及 び 交 付 金 額

計

事業費
円

7,414,000

交付金額 7,000,000

虎杖浜分団車庫　一式

事　業　評　価　書

白老弾薬支処関連公共用施設（消防に関する施設：虎杖浜分団車庫）整備事業

白老町長

白老町字虎杖浜74番11

　白老町消防団虎杖浜分団の詰所から遊離する老朽化した車庫について、詰所の
隣接地に建て替えることにより、火災その他の災害出場における機動性を向上
し、地域住民の生命、身体及び財産を保護する。



補 助 事 業 名

補 助 事 業 者 名

実 施 場 所

補 助 事 業 の 成 果 の 目 標

補 助 事 業 の 内 容

補 助 事 業 の 始 期 及 び 終 期

令和元年度 令和２年度 令和３年度 令和４年度 令和５年度
予定 予定 予定

円 円 円 円 円
4,233,900

4,200,000

補助事業の成果及び評価並びに
地域住民への周知の実施状況

事業の改善措置及び今後の対応

事業の評価に際しての第三者機
関の活用の有無

事　業　評　価　書

道路維持管理用車両（２ｔトラック）　１台

老朽化した道路維持管理用車両の更新を行い、災害発生時に使用する土嚢や、道
路の舗装作業に使用する資機材の運搬等、町道の適正な維持管理に資することを
目的とする。

白老町役場（白老町大町１丁目１番１号）

白老町長

白老弾薬支処関連公共用施設（交通施設：道路維持管理用車両）整備事業

事 業 費 及 び 交 付 金 額

令和２年１１月～令和３年３月

　無

　今後も適正な維持管理を実施する。

　担当職員に聴き取りを行い、更新に伴いワンボックス型からトラック型に変更
し積載量が増加したことにより、災害発生時に使用する土嚢や、道路の舗装作業
に使用する資器材等、効率的な運搬を行い、迅速な対応が可能となったとの意見
が得られた。
　本施設の購入は特定防衛施設周辺整備調整交付金により実施されている旨を、
町ホームページ及び町広報誌へ掲載し住民への周知を図った。

交付金額

事業費

計

円
4,233,900

4,200,000



補 助 事 業 名

補 助 事 業 者 名

実 施 場 所

補 助 事 業 の 成 果 の 目 標

補 助 事 業 の 内 容

補 助 事 業 の 始 期 及 び 終 期

令和元年度 令和２年度 令和３年度 令和４年度 令和５年度
まで 予定 予定 予定

円 円 円 円 円
17,571,940 9,071,260

15,545,000 8,310,000

補助事業の成果及び評価並びに
地域住民への周知の実施状況

事業の改善措置及び今後の対応

事業の評価に際しての第三者機
関の活用の有無

全　体：消防用ホース　180本　トランシーバー　10台　油圧救助資器材　一式
フルハーネス・ランヤード　4着　投光器　2台
本年度：消防用ホース　40本　トランシーバー　6台　油圧救助資器材　一式
フルハーネス・ランヤード　4着　投光器　2台

事　業　評　価　書

白老弾薬支処関連公共用施設（消防に関する施設：消防用資器材）整備事業

白老町長

白老町消防本部（白老町字石山２０－２４）
白老町消防署西部出張所（白老町字虎杖浜１３－１）

火災現場等における人命救助の安全性及び作業効率の向上を図るため、消防用資
器材の更新を行い、住民の生命及び身体の保護に資することを目的とする。

　本事業後の火災現場において、夜間活動時の投光器による安全視界の確保や、
複数隊が同時活動を行った際のトランシーバーによる指示命令、情報共有に大変
有効であることを確認した。また、油圧救助資器材及びフルハーネス・ランヤー
ドを用いた訓練後に消防職員へ聴き取りを行い、安全で効率的な救助活動が可能
となったとの意見が得られ、住民の生命及び身体の保護に資する環境が整備され
た。
　なお、本事業が特定防衛施設周辺整備調整交付金により実施されている旨を町
広報誌５月号及び町ホームページに掲載し、町民に周知を図った。

今後も適切な管理を行いながら、住民の安心安全を確保するため継続的に消防用
資器材の購入を進める。

無

全　体：平成28年度～令和2年度
本年度：令和3年2月～令和3年3月

事 業 費 及 び 交 付 金 額

計

事業費
円

26,643,200

交付金額 23,855,000



補 助 事 業 名

補 助 事 業 者 名

実 施 場 所

補 助 事 業 の 成 果 の 目 標

補 助 事 業 の 内 容

補 助 事 業 の 始 期 及 び 終 期

令和元年度 令和2年度 令和3年度 令和4年度 令和5年度
予定 予定 予定

円 円 円 円 円

3,256,000

2,910,000

補助事業の成果及び評価並びに
地域住民への周知の実施状況

事業の改善措置及び今後の対応

事業の評価に際しての第三者機
関の活用の有無

事　業　評　価　書

調理機器　　高速度ミキサー　一式、フードスライサー　一式

食育防災センターにて高速度ミキサー及びフードスライサーを購入し、学校給食
提供業務及び災害時の食糧供給における安全性を高めることを目的とする。

食育防災センター（白老町字石山68番地31）

白老町長

白老弾薬支処関連公共用施設（教育文化施設：食育防災センター調理室機器）整
備事業

事 業 費 及 び 交 付 金 額

令和3年1月～令和3年2月

無

定期的な点検やメンテナンスを継続し、基準に沿って稼働する。
調理員等が安全に使用できるよう手順を明確にし、調理器具を有効活用する。

【食育防災センターの成果及び評価】
　職員に聞き取りを行い、現在１日あたり約９００食を提供している給食につい
て、更新前の機器はコンベアのボルトを取り外して洗浄しており、摩耗のため振
動によりボルトが外れやすい状態であったため、給食への異物混入の恐れがあっ
たが、新しい機器の整備により、清掃を安全に行うことが可能となり、衛生基準
に従った安全な提供業務の維持が可能となったとの意見があった。また、災害時
に食糧供給する際には衛生的かつ迅速に大量調理を行うことが期待できる。
　機器メーカーより改めて使用方法や管理手順を確認できたことにより、調理員
等の技術向上にもつながったと評価する。
【住民への周知方法】
　・町ホームページに紹介記事掲載
　・町広報誌にて紹介記事掲載

交付金額

事業費

計

円

3,256,000

2,910,000


